
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て 

「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
で
は
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準
の
具
体
化
・
明
確

化
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
背

景
の
中
、
「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
、
配
布
さ
れ
た

「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準
」
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及
・
活
用

方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。 

学
習
情
報
指
導
員 

本
間
茂
夫 

チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
「
教
材
研
究
・
評
価
な
ど
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
能
力
」
「
授
業
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
指
導
す
る
能
力
」
「
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
指

導
す
る
能
力
」
「
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
を
指
導
す
る
能
力
」

「
校
務
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
能
力
」
の
五
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
供
た
ち

が
必
要
な
情
報
を
主
体
的
に
選
択
し
、
情
報
を
新
た
に

創
造･

発
信
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
ま

ず
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
っ
て
、
自
分
の
得
意
な
部

分
や
苦
手
な
部
分
を
し
っ
か
り
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
授
業
に
使
う
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
収
集

し
て
み
る
な
ど
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的

に
使
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
研
修

会
に
参
加
し
た
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
具
体

的
な
指
導
例
を
収
集
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
指
導
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。 
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「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」
が
目
指
す
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
ユ

ビ
キ
タ
ス･
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
社
会
の
中
で
、
情

報
活
用
の
実
践
力
、
情
報

の
科
学
的
な
理
解
、
モ
ラ

ル
を
含
め
た
情
報
社
会
へ

の
参
画
的
態
度
を
子
供
た

ち
に
育
て
る
と
同
時
に
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

(

I
C
T: 

情
報
通
信
技
術) 

視
聴
覚
用
語 

『
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
』 

 

電
圧
を
か
け
る
と
発
光
す
る
物
質

を
利
用
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
。
発
光

体
を
ガ
ラ
ス
基
板
に
蒸
着
し
、
５
～

10
Ｖ
の
直
流
電
圧
を
か
け
て
表
示
を

行
う
。
低
電
力
で
高
い
輝
度
が
得
る

こ
と
が
で
き
、
視
認
性
、
応
答
速
度
、

寿
命
、
消
費
電
力
の
点
で
優
れ
て
い

る
。
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
よ
り
も
さ

ら
に
薄
型
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
携

帯
端
末
の
表
示
装
置
な
ど
へ
の
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●
松
下
教
育
研
究
財
団
に
よ
る 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
第
３
回
「
育
て
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

【
佳
作
】 

【
優
良
賞
】 

【
審
査
員
特
別
賞
】 

リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・

理
想
教
育
財
団
）
に
今
年
も
市
内
の
先
生
方
か
ら
多
く

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
方
々
が
入
賞
、
入
選
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
実
践
研
究
助
成
」
は
、
視
聴
覚
・
情
報
通
信
メ
デ
ィ

ア
を
効
果
的
に
活
用
し
、
教
育
課
題
の
改
善
に
取
組
む

実
践
的
な
研
究
計
画
に
つ
い
て
、
助
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。
今
年
度
の
岡
崎
市
に
お
け
る
実
践
研
究
助
成
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

第
33
回 

（
平
成
19
年
度
）
実
践
研
究
助
成
校 

「
学
校
・
地
域
・
家
庭
を
結
ぶ 

柵
木 

 

弓
（
梅
園
小
） 

林 
 

茂
生
（
北
野
小
）

鈴
木 

一
生
（
矢
西
小
） 

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果 

平
成
19
年
３
月
末
に
あ
っ
た
「
第
３
回 

育
て
！
プ 

稲
垣
た
か
み
（
六
南
小
） 

水
越 

健
介
（
連
尺
小
） 

小
林 

彰
一
（
生
平
小
） 

藤
田 

 

宏
（
矢
東
小
） 

宇
都
宮
森
和
（
矢
東
小
） 

岩
瀬 

恵
里
（
岡
崎
小
） 

鈴
木
紀
予
子
（
豊
富
小
） 

石
黒 

智
康
（
豊
富
小
） 

山
崎 

彰
伯
（
梅
園
小
） 

平
松 

敏
明
（
下
山
小
） 

原 
 

博
司
（
生
平
小
） 

白
川 

真
理
（
美
川
中
） 

石
井 

 

洋
（
六
北
中
） 

※
敬
称
略
。
所
属
学
校
名
は
、
応
募
時
の
も
の
で
す
。 

○
岡
崎
市
現
職
研
修
委
員
会
学
習
情
報
部 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
研
究
」 

研
究
助
成
・
実
践
研
究
委
嘱 



 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
炭
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
の
炭
作
り
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
炭
窯
の
作
り
方
の
情
報
を
得
て
、
窯
の
製
作

も
可
能
と
な
っ
た
。 

 

３
年
生
の
総
合
学
習
に
お
い
て
、
学
区
の
人
々
の
昔

の
生
活
を
調
べ
て
い
く
中
で
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
が
な

い
時
代
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
薪
や
炭
を
使
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
は
「
炭
」
に
興
味
を
も
っ
た
。

そ
こ
で
、
地
域
の
人
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
、
炭
に
つ
い
て
の
学
習
を
展
開
し
た
。 

炭
作
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
生
か
す 

 
 

＝
実
践
報
告
＝ 

炭
は
、
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

他
の
目
的
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
子
供
た

ち
か
ら
、
も
っ
と
炭
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
と
い
う

意
見
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
、
子
供
た
ち
が
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
分
た
ち
が
集
め
た
軽
い
炭
と

重
い
炭
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
炭
は
木

炭
で
、
他
に
白
炭
と
黒
炭
が
あ
る
こ
と
、
柔
ら
か
い
炭

を
黒
炭
、
下
駄
箱
な
ど
に
入
れ
て
あ
っ
た
硬
い
炭
を
備

長
炭
と
い
い
白
炭
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
さ

ら
に
、
備
長
炭
と
呼
ば
れ
る
炭
は
、
燃
料
以
外
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
を
知
っ
た
。 

直
接
的
な
体
験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
た
知
識

に
よ
っ
て
活
発
な
学
習
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

恵
田
小
学
校 

宮
田 

富
夫 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
＠
発
見
島
」
～
マ
ウ
ス
操
作
の
基
本
の
習
得
～ 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝ 

「
ハ
ム
ス
タ
ー
を
動
か
そ

う
」
も
操
作
が
お
も
し
ろ

い
。
利
用
す
る
に
は
Ｏ
Ｋ

リ
ン
ク
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

Ｗ
ｅ
ｂ
教
材
に
貼
ら
れ
て

い
る
リ
ン
ク
か
ら
入
る
。

（
パ
ス
ワ
ー
ド
は
空
欄
で

ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
イ
ン
ト
ラ
内
の
み

利
用
可
能
） 

「
＠
発
見
島
」
の
中
に
あ
る
「
ど
っ
き
り
マ
ウ
ス
」
は
、

低
学
年
向
け
に
マ
ウ
ス
操
作
の
練
習
が
で
き
る
ソ
フ
ト

で
あ
る
。
そ
こ
で
の
「
か
ご
で
キ
ャ
ッ
チ
」
、
「
も
ぐ
ら

た
た
き
」
で
は
、
マ
ウ
ス
を
浮
か
せ
て
操
作
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
点
数
が
上
が
る
に
つ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
も
次

第
に
上
が
る
。
子
ど
も
は
マ
ウ
ス
を
必
死
に
な
っ
て
動

か
す
。
も
ぐ
ら
を
や
っ
つ
け
た
り
、
次
々
と
落
下
し
て

く
る
果
物
を
か
ご
で
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
す
る
。
そ
の
時

の
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
表
情
を
見
て
い
る
と
自
然
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
く
る
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
マ
ウ
ス
操
作

に
な
れ
て
い
く
の
で
、
飲
み
込
み
も
早
い
。 

ま
た
サ
ル
や
お
に
ぎ
り
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ

て
登
場
す
る
「
く
っ
つ
き
も
の
が
た
り
」
で
は
、
楽
し

い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
「
は
・
を
・
へ
」
の
助
詞
の
使

い
方
の
学
習
が
で
き
る
。
「
お
絵
か
き
ノ
ー
ト
２
」
、 

 
 

 
（
奥
殿
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

西
片
茂
雄
） 

 

５
月
26
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
中
学
校
総
合
体
育

大
会
の
様
子
を
編
集
し
て
ビ
デ
オ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

市
民
球
場
で
の
開
会
式
や
入
場
行
進
。
中
央
総
合
公
園

で
の
柔
道
、
剣
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
。

県
営
グ
ラ
ン
ド
の
陸
上
競
技
な
ど
の
映
像
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
間
は
約
20
分
で
す
。
ダ
ビ
ン
グ
を
希
望

さ
れ
る
学
校
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
度
の
親
子
映
画
会
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
午
後
の
部 

 

13
時
30
分
～
15
時 

〈
上
映
映
画
〉 

〈
上
映
時
間
〉 

〈
上
映
日
と
会
場
〉 

●
第
51
回
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ビ
デ
オ
完
成
！ 

●
平
成
19
年
度
「
親
子
映
画
会
」
の
お
知
ら
せ 

 ・
８
月
19
日
（
日
） 

・
８
月
11
日
（
土
） 

・
８
月
５
日
（
日
） 

 
 

 

ぬ
か
た
会
館 

・
７
月
29
日
（
日
） 

・
７
月
22
日
（
日
） 

・
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う 

・
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
の
冒
険 

・
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
（
も
っ
た
い
な
い
） 

・
き
も
だ
め
し
の
ば
ん 

・
ぼ
く
は
王
さ
ま 

・
午
前
の
部 

 

10
時
～
11
時
30
分 

 
 

六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
） 

矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

な
ど 


